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講演会の余韻に浸りながら 

      西澤文登君 
 創立 20 周年記念
事業の締めくくり
「山極壽一先生講
演会」が盛況のうち
に終わりました。皆
様本当にお疲れ様
でした。飯島委員長、
柄澤副委員長はじ
め担当委員の皆様、ありがとうございまし
た。お陰様で有終の美を飾ることができま
した。 
 山極先生はヒトのヒトたる所以を分かり
やすく説明してくれました。人間に与えら
れた共感力から成る 「分かち合い」の精神、
共同体に於ける無償の奉仕等々、ロータリ
ーの精神につながるお話もしていただきま
した。そして、今 SNS などの発達もあり、
共同体の構成単位である家族が崩壊しかけ
ていると警鐘も鳴らされました。家族の崩
壊は人間性の消失につながります。そんな
ことが耳から、眼から、胸の奥にストンと
落ちるのを感じました。お話の順序、構成
を科学者の眼で分かりやすく組み立てられ
ているのでしょう。山極先生のすばらしい
コミュニケーション力ともいうべき、お話
をされるときの物腰、口調、声のトーンも
魅力的でした。こんな話し方を身に着けら
れたらすばらしいなと思いました。 
 講演の合間にお話をする機会を持たせて

いただきましたが、いつも相手の眼を見て
穏やかに話されます。また講演の後のサイ
ン会で、若者の質問に丁寧に答えられてい
るご様子、懇親会での中国の留学生の皆さ
んとの会話のご様子など、誰にでも分け隔
てなく接する先生のお人柄に感動いたしま
した。懇親会の二次会の途中までご一緒し
たのですが、驚いたことに話題がそれぞれ
違うのです。お話に T ・P ・O があるのです。
一緒にいる人を飽きさせない話題の豊富さ
に驚きましたので、「お忙しいのに、いつ先
生は勉強されるのですか？」と尋ねてみま
した。すると、ジャンルの違う研究者同士
の交流を大事にされているというお答えで
した。 
 飯島委員長はじめ多くの方々のご尽力で
我々は最高の人を講師としてお迎えできま
した。沢山の市民の皆さんに先生のお話を
聴いていただくことができました。ロータ
リー関係者だけでなく一般市民の皆さんを
対象とした催しは我々として初めての経験
です。それだけに不安もあったのですが、
会員みんなの力の結集で成し遂げることが
できました。これは私達の大きな自信にな
ります。やればできるクラブなのです。ク
ラブの持ち味ということを再三申し上げて
まいりましたが、これが我がクラブの持ち
味なのです。願わくは、この素晴らしい仲
間、すてきなチームに新しい血を入れ、こ
れからも世間様により一層の貢献をして行
くべきであると、あらためて強く思いまし
た。 
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 ベース 欠席 メイク 出 席 率 

本 日 21 2 - 90.48％ 
前々回 19 5 3 89.47% 

 
 
 

上田六文銭ロータリークラブ 
創立 20周年記念講演会 

 
京都大学総長 山極壽一氏講演会 

 
演題『共感社会の由来と未来』 

   ～ゴリラの社会から考える～ 
 
平成 29 年 6 月 25 日(日) 15:30 開演 

上田文化会館大ホールにて 
 
20周年実行委員長挨拶 
             飯島俊勝君 
 

私達、上田六文銭ロー
タリークラブは平成
9 年 2 月 18 日呱々の
声をあげました。爾来、
市民の皆様や多くの
方々のご支援とご理

解をいただき創立 20 周年を迎えることが
できました。本当に有難いことだと思って
おります。 
 そして、今年度、クラブテーマ「共に生
きる!」を掲げ活動し、周年記念事業の一つ
として市民公開記念講演会を開催するべく
準備をして参りました。 
 さて、現在、私たちが、生かしていただ
いている社会における、人々有り様が、本
当にこれでよいのか。共に生きるための最
低限の社会の秩序や、規律が失われてきて
いるのではないか。国内外を問わず、「自分

が一番」「自分さえ良ければ」「他の事は考
えない、関知しない」こんな風潮が蔓延し
てきています。 
人は一人では生きていけません。「共に生き
る」共生の社会を再構築していくべきだと
思います。 
その時脳裏に浮かんだのが、平成 27 年 10
月 25 日上田市淨楽寺でお聞きした、京都大
学 山極壽一総長のお話でした。私達の遠
い先祖、いや、近い先祖である「ゴリラの
話」をもう一度お聞きしたい。日に日にそ
の思いが募り、山極勝三郎顕彰会前代表幹
事 岡崎光雄先生、淨楽寺 滋野眞住職の
お力をいただき、京都大学秘書課へメール
を発信し続けました。そして、創立 20 周年
式典を迎える前日 2 月 20 日、総長様のご
理解で本日の 6 月 25 日で調整をしており
ます。と、やっと朗報が届きました。そし
て、私達の思いを汲んでいただき、先生か
ら演題「共感社会の由来と未来」～ゴリラ
社会から考える～をいただくことができま
した。 
 先生のプロフィールはご紹介するまでも
ありません。今回のポスター、チラシにも
記載させていただいておりますのでご覧く
ださい。 
 なお、大変お忙しい山極壽一総長はさら
に 6 月 14 日一般社団法人国立大学協会の
会長にも推挙され、ご就任なさいました。
より多忙になるお身体を心配いたしますが、
就任のお祝いを申し上げご紹介とさせてい
ただきます。 
 総長様には上田においでいただきました
ことに心より感謝申し上げ、ご来場いただ
きました皆様方にも御礼を申し上げ、ご挨
拶といたします。 
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講演会後のサイン会長蛇の列ができました。 
 

１８:３０～ 懇親会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
ささやにて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アンケートは、当
日７８名の方よ
り回答いただき
ました。 

映画 
「 う さ ぎ 追
いし 山極勝
三郎物語」 
永 井 プ ロ デ
ューサー 


